
令和元年度 学校少林寺拳法実技指導者講習会（中学・高校指導者研修会）開催要項 

２０１９年５月１５日（水）現在 

 

１ 目 的 

平成２４年度より実施された中学校保健体育科における武道必修化において、武道が日本で体

系化された武士道の伝統に由来する我が国固有の文化であることや、授業の目的を正しく理解し、

青少年が人格形成及び「生きる力」を養うことが出来るよう、日本スポーツ協会のグッドコーチ

像に求められる資質能力にも触れ、講義・実技・討議等を行い、指導者の育成をする。 

① 武道授業プログラムでは「楽しく・安全に・継続できる」を観点に、短時間で効果のある授

業実施に向かって必要となる講習、生徒のライフスキル向上に向けた指導法を伝達する。 

② 中学校、高等学校の部活指導プログラムでは、毎日の部活を質の高いものとするために、指

導者がポートフォリオの視点に立ち、「生徒の人間力向上に少林寺拳法の教えと技法、教育

システムを使ってどのような支援ができるか」や「ティーチングとコーチングの併用により、

より長続きする練習法の共有、指導法研究等」を講義・実技・討議等を行い、指導力向上、

学校における指導の充実に資する。 

 

２ 主 催  

  スポーツ庁、一般財団法人 少林寺拳法連盟 

 

３ 期 間 

  令和元年 ８月２０日（水）～８月２２日（木） 

 

４ 会 場 

  一般財団法人 少林寺拳法連盟 

  〒７６４－８５１１ 香川県仲多度郡多度津町本通３－１－５９ 

            TEL ０８７７－３３－２０２０ 

 

５ 参加対象 

  ①保健体育の教員（少林寺拳法の経験・未経験は問わない） 

  ②都道府県少林寺拳法連盟 中学校武道必修化推進委員 

③学校における少林寺拳法の指導者並びにそれを目指す方（授業協力者を含む） 

④教員志望の大学生 

⑤都道府県少林寺拳法連盟の外部指導者リスト登録者等 

 

６ 内 容 

（１）解 説 

「学校体育における武道指導の在り方について」 

          スポーツ庁政策課 教科調査官 関 伸夫 

（２）講 義 

ア 「少林寺拳法指導者の在り方」 

 一般財団法人 少林寺拳法連盟 会長 川 島 一 浩 

イ 「学ぶことの意義を実感できる環境づくり①」 

一般財団法人 少林寺拳法連盟 振興普及部 

部長 大 原 一 純 

（日本スポーツ協会公認コーチディベロッパー） 

ウ 「学ぶことの意義を実感できる環境づくり②」 

一般財団法人 少林寺拳法連盟 振興普及部 



部長 大 原 一 純 

（日本スポーツ協会公認コーチディベロッパー） 

エ 「暴力、体罰、ハラスメントの撲滅、安全管理について」 

                   一般財団法人 少林寺拳法連盟 振興普及部 

課長補佐 谷 聡士 

（スポーツコンプライアンスオフィサー養成講習会講座受講修了） 

 

 

（３）講義および実技 

ア 「中高における体育、部活での体力向上プログラムと安全管理について」 

全国高体連少林寺拳法専門部中央競技力向上委員会 夏 川 伸 也 

イ 「技術指導法Ⅰ」（剛法） 

（部活・授業）「基本諸法の確認と突き蹴り等の指導法」 

             一般財団法人 少林寺拳法連盟 理事 井 上   弘 

中学校武道必修化プロジェクト委員 合 田 雅 彦 

中学校武道必修化プロジェクト委員 安 田 智 幸 

ウ 「技術指導法Ⅱ」（柔法） 

（部活）「柔法技の原理と指導法」 

（授業）「基本となる技の習得に向けた体つくりや導入・ゲーム等」 

一般財団法人 少林寺拳法連盟 会長 川 島 一 浩 

    中学校武道必修化プロジェクト委員 合 田 雅 彦 

中学校武道必修化プロジェクト委員 安 田 智 幸 

エ 「技術指導法Ⅲ」 

（部活）「安全かつ効果的な運用法修練の原則等」 

（授業）「体つくりをはじめとする導入やゲームを活用した基本となる技の習得」 

一般財団法人 少林寺拳法連盟 井 上   弘 

中学校武道必修化プロジェクト委員 中 島 正 樹 

中学校武道必修化プロジェクト委員 安 田 智 幸 

オ 「技術指導法Ⅳ」 

（部活）「修練課程としての演武指導」 

（授業）「学習効果を深める深い学び」 

一般財団法人 少林寺拳法連盟 志 村   力 

中学校武道必修化プロジェクト委員 中 島 正 樹 

中学校武道必修化プロジェクト委員 安 田 智 幸 

カ 「技術指導法Ⅴ」 

（部活）「指導法のまとめ」 

（授業）「評価規準の確認と実習」 

全国高体連少林寺拳法専門部中央競技力向上委員会 中 島 正 樹 

中学校武道必修化プロジェクト委員 合 田 雅 彦 

中学校武道必修化プロジェクト委員 安 田 智 幸 

（４）講義討議 

 「中高生を支援する学科指導法について」 

学科指導委員 中 島 正 樹 

 

 

 

 

 



７ 日 程（詳しい時間等、検討中） 

 

８ 参加申込 

参加希望者は、別添「令和元年度学校少林寺拳法実技指導者講習会」参加申込書により FAX又は

E-Mailで以下に直接申し込むこと。 

《申込及び問い合わせ先》 

一般財団法人少林寺拳法連盟 振興普及部 担当：秋元、藤原 

 〒７６４－８５１１ 香川県仲多度郡多度津町本通３-１-５９ 

 TEL ０８７７-３３-２０２０  FAX ０８７７-５６-６０２２ 

 E-mail shinko-fukyu@shorinjikempo.or.jp  

《申込期限》 令和元年７月３１日（水） 

 

９ 参加費用 

  ５，４００円 

  《入金先》 ゆうちょ銀行 振替口座 ０１６３０－３－６５０６ 

口座名 一般財団法人少林寺拳法連盟 

《入金期限》 令和元年７月３１日（水） 


